
団体名： 扶桑町商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 128.8 ％） （達成度 85.0 ％） Ａ Ａ 上げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 53.3 ％） （達成度 96.4 ％） Ｂ Ａ 廃止 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 廃止 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 - ％） （達成度 - ％） - - 下げる 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

- Ｂ 変更する 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 97.6 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 169.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

○

新型コロナウイル
ス感染症の影響が
継続している現状
を鑑み、本年度は
リモートによる開
催を計画してい
る。リモートで事
業を実施するにあ
たり、対応キャパ
シティなどを勘案
して、参加者延人
数及び参加延事業
者数の目標数値は
引き下げる。

記帳指導職員と記
帳指導員の2名体
制で今年度と同様
に取り組む。

Facebook以外にも
ＬＩＮＥ＠の運用
も開始することに
より、ホームペー
ジへの流入を増や
していく。

個別の講習会に関
しては税務対策に
関連した内容を中
心に現行通り実施
していく。集団の
講習会に関しては
コロナの影響を鑑
みて次年度は廃止
する。

Ａ

次年度についても
コロナ対策として
プレミアム率を例
年より上げて実施
する予定。

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

記帳継続指導事業

商工会の職員が、個人事業主等
を対象に正しい記帳方法の指導
と決算・確定申告の指導を行
い、適正な税務申告と経理の自
計化や計数管理による経営力の
向上に結び付ける。

・指導対象者数45人
・指導延日数324日
・指導延回数740回

創業者（小規
模事業者）

会員企業（中
小・小規模事
業者）及び

ホームページ
閲覧者

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

講習会開催事業 小規模事業者

雇用促進事業

若年者に対しては、自己の適正
や就業経験等に応じた職業選択
並びに就職に関する知識や能力
の向上を図る機会を提供する必
要があることから、地元企業の
紹介と各企業の人材確保をサ
ポートするため、行政、商工
会、商工会議所が主体となって
開催する企業合同説明会を開
催。イベントにあわせて若年者
を対象に就職に関する個人相談
会、就職支援セミナー、職業適
性診断等の事業を実施し、求職
活動中の若年者の職業人生設計
やキャリア形成を支援すること
を目的とする。

・大口町、扶桑町合同就職
フェア
※新型コロナウイルス感染
の影響により中止
・3市2町（犬山・江南・岩
倉・大口・扶桑）合同就職
フェア
※新型コロナウイルス感染
の影響により中止

若年求職者及
び中小・小規

模事業者

共同販売促進事業

事業者の集まりという利点を生
かし、共同で事業を展開するこ
とにより、広く消費者を集め
て、消費の喚起を図り、商業者
の販売について面的な広がりを
支援する。

事業者を取り巻く経営環境、社
会環境の変化に対応してもらう
べく、新たな知識を習得する場
所を提供する。特に、施策情報
の提供などを強化することで、
事業者の新たな取り組みへの支
援を強化する。

講習会開催数及び受講予定
者数
・集団講習会　2回　8人
・個別講習会　7回 135人

・プレミアム商品券事業
時期
売り出し　9/4～11/18
使用期間　10/1～1/31
参加事業者数　244社

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

巡回・窓口相談指
導事業

一般的に経営基盤の弱い小規模
零細企業を中心に経営指導員等
の商工会職員が事業所へ訪問し
融資等の金融相談・申告時期の
税務相談・労務相談等経営全般
について様々な相談への指導を
することにより経営及び技術の
改善を図り、健全な企業を育成
するとともに、創業予定者を始
めとした経営全般に係る相談窓
口の設置により、経営改善に資
する指導を行う。

・巡回窓口指導実企業数335
社
・巡回窓口指導延件数773件
・課題解決提案件数17件
・経営革新承認件数2件

小規模事業者 ○

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

課題解決提案件数は目標
を若干下回ったものの、
事務局全体による指導体
制を確立したことによ
り、巡回窓口指導延件数
は、目標を上回ることが
できた。計画の認定件数
は、経営革新計画2件、
経営力向上計画2件、先
端設備導入計画3件。

今年度の実績を鑑
み、巡回指導延件
数については、目
標を引き上げる。

指標
記帳指導事業者数

指標

目標
数値

600
実績
数値

773
目標
数値

20

総
合
評
価

Ａ

実
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側
の

事
業
評
価

事
業
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へ
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査
結
果

実績
数値

17

小規模事業者の記帳能力
の向上を図り、会員事業
者が正しい知識を習得す
ることで経営力強化につ
いて支援することができ
た。目標

数値
45

実績
数値

45
目標
数値

実績
数値

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新型コロ
ナウイル
スの影響
により目
標数値達
成に至ら
なかっ
た。

目標
数値

15
実績
数値

8
目標
数値

140

指標

個別指導会参加者数

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

135

指標

集団指導事業者数
講習会事業を実施するこ
とにより、経営に関する
知識と最新のトピックス
を事業者に提供すること
ができた。

新型コロナウイルス感染
症の影響により、人を集
めるようなセミナー自体
を開催することができな
かった。

セミナー参加者延人数

新型コロ
ナウイル
ス感染症
の影響に
よる中止
のため評
価なし。

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

200
実績
数値

-
目標
数値

60

指標

参加延事業者数

総
合
評
価

－

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

-

目標
数値

250
実績
数値

244
目標
数値

指標
総
合
評
価

会員企業（中
小・小規模事
業者）及び地
域の消費者

ＩＴ促進事業

情報通信技術を活用して、会員
企業にとって有益な経営情報を
発信したり、ビジネスチャンス
の拡大や、経営の質を高めるた
めの取り組みを実施し、商工業
の活性化に寄与する。また、外
部に対して商工会の活動内容を
発信することで、商工会のＰＲ
活動につなげる。

・ホームページによる情報
発信
内容　　扶桑町商工会の会
員情報やイベント等につい
て情報発信
実績　ホームページアクセ
ス数5,089件

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

3000
実績
数値

5089
目標
数値

指標
総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

今回はコロナの影響によ
る消費の落ち込みの対策
としてプレミアム率20%
で事業を実施した。町内
の大型店の力を借りなが
ら中小店を面としてPRす
ることにより地域内にお
ける消費の循環・喚起を
促すことができた。

直接、商工会に足を運び
にくい事業者に対して情
報を発信することにがで
きた。試験的に運用して
いるFacebookなどのSNS
との相乗効果によりアク
セス数が大幅に向上し
た。

商品券参加事業者数

ホームページアクセス数

実績
数値

指標

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 扶桑町商工会

得られた効果 備考
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 94.3 ％） （達成度 91.0 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 94.7 ％） （達成度 93.6 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 83.3 ％） （達成度 - ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

- Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 60.6 ％） （達成度 - ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

- Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 - ％） （達成度 ％） - -

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

- Ｂ

○

新型コロナウイル
ス感染症拡大の動
向を見ながら翌年
度事業の実施を検
討していくため、
本年度同様のスケ
ジュールを見込
む。

○

創業セミナー、創
業ハンズオン支援
ともに本年度と同
様の目標を維持す
る。取り組み方法
についても現行通
りとする。

次年度も目標数
値・実施方法につ
いては現行通りで
あるが、地域住民
と事業者の交流の
場としての役割を
維持しながら参加
企業の募集に努め
る。

目標数値・実施方
法ともに現行通り
に行う。

各団体と協力し、
納税推進事業を通
じた啓もう活動に
取り組む。

Ａ

実
施
側
の

事
業
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価

事
業
者
へ
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果

新型コロ
ナウイル
ス感染症
の影響に
より一部
事業中止

－

各種共済について
は必要性が高いた
め、現行通りの目
標設定で来年度も
取り組む。歩け歩
け大会については
新型コロナウイル
ス感染症対策を考
慮し、翌年度事業
の実施を検討す
る。

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

令和2年10月24日に開催
予定であったが、コロナ
の影響により中止となっ
た。

労働行政と協力を図りな
がら、事務組合員の福利
厚生の一環としての労災
保険、雇用保険の事務を
代行することにより社会
保険事務の適正化と普及
に寄与しつつ労働環境の
整備ができた。

目標
数値

25
実績
数値

25
目標
数値

指標

創業支援事業

新規創業者は、創業に伴う、知
識・経験などが不足しているよ
うなケースも多くみられる。そ
のような創業者の創業計画の策
定支援や資金計画支援などの事
業の立ち上げに伴う支援はもと
より、創業後、事業が軌道に乗
るまでに廃業してしまう状況が
あることを踏まえて、創業者に
寄り添った形でバックアップで
きるような支援体制を整えてい
く。

小規模事業者

福利厚生事業

中小企業、小規模企業の経
営・雇用の持続的な安定を
図るために、各種共済制度
の普及や従業員の健康維持
増進事業の実施等、企業の
健全な育成に資することを
目的とする。

・共済促進事業
内容
各種共済加入者　218名
　
内容　　経営者、従業員及
びその家族の健康維持増進
のため歩け歩け大会
時期　中止

会員企業（中
小・小規模事
業者）の事業
主及び従業員

・3市2町（犬山・江南・岩
倉・大口・扶桑）創業支援
セミナー
時期　中止

・創業ハンズオン支援
時期　　随時
場所　　商工会窓口および
事業所
創業相談件数10件、内、5件
の創業を目標 6

実績
数値

5
目標
数値

15

指標

創業セミナー参加者数

総
合
評
価

創業支援セミナーについて
は、令和3年1月23日に江南
市にて開催予定であった
が、コロナの影響による
「緊急事態宣言」下であっ
たため中止となった。
創業ハンズオン支援につい
ては、地域の創業予定者に
対して基本的な経営に関す
る知識を提供するととも
に、創業後のフォローアッ
プを行うことで継続的な支
援をすることができた。

税務関連団体指導
事業

小牧青色申告会扶桑連絡協議
会・小牧法人会扶桑支部の税務
支援団体・地域貢献団体の活動
をサポートし、事業運営に協力
することにより、適切な納税を
推進するとともに、国・地方公
共団体、地域社会への貢献や発
展のための一助となる。

・税務関連団体支援事業
内容　　9月に各団体が行う
納税推進事業の支援。
小牧法人会扶桑支部会員数
180名、青申会扶桑協議会会
員数131名

小牧青色申告
会扶桑連絡協
議会・小牧法
人会扶桑支部
（中小・小規
模事業者）

労働保険事業

事業主等の委託を受けて、事業
主に代わって労働保険料の申告
納付その他労働保険に関する各
種の届出等の事務手続を行うこ
とにより、中小事業主の事務処
理の負担を軽減し、労働保険の
適用促進及び労働保険料の適正
な徴収を図ることを目的とす
る。

労働保険事務
組合員（中

小・小規模事
業者）

地域産業祭事業

扶桑町主催ふそう町民まつり事
業に伴い商工会員事業所による
商品即売会と地場特産品の販売
及び地元製造事業者による工業
製品の展示会等を実施し商工業
の振興と地元町民の心のふれあ
いを深め地域活性化に寄与する
ことを目的とする。

会員企業（中
小・小規模事
業者）及び地

域住民

・ふそう町民祭り参画事業
時期　中止

・労働保険事務代行事業
内容　労働保険料の申告納
付と各種届出等の事務手続
の

代行　　労働保険事務組合
委託事業所25企業

産業団体指導事業

柏森発展会・扶桑発展会の活動
をサポートし、事業運営に協力
することにより、国・地方公共
団体、地域社会への貢献や発展
のための一助となり、ひいては
扶桑町内の商業の活性化に資す
ることを目的とする。

・発展会支援事業
内容　　新型コロナウイル
ス感染症の影響により販売
促進事業は中止。
柏森発展会員数66名
扶桑発展会員数92名

柏森発展会・
扶桑発展会

（中小・小規
模事業者）

指標
扶桑発展会会員数

総
合
評
価実績

数値
91

指標
柏森発展会会員数

新型コロナウイルス感染
症の影響により販売促進
事業が中止となったた
め、新型コロナウイルス
感染症の対策を盛り込ん
だ事業の必要性を認知す
ることができた。

指標

青申会扶桑連絡協議会会員
数

総
合
評
価実績

数値
131

指標

小牧法人会扶桑支部会員数

目標
数値

70
実績
数値

66
目標
数値

100

9月に行われた小牧法人
会扶桑支部の支援をとお
して、納税に対する啓も
う活動を行うことができ
た。

目標
数値

190
実績
数値

180
目標
数値

140

実績
数値

指標

創業支援実績

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新型コロ
ナウイル
ス感染症
の影響に
より一部
事業中止

目標
数値

360
実績
数値

218
目標
数値

65

指標

歩け歩け大会参加者数

総
合
評
価

－

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

-

指標

各種共済加入者延人数
共済加入者については事
業者の不測の事態に備え
た補償を提供する役割を
担った。
歩け歩け大会については
本年度中止。

目標
数値

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

指標

事務組合委託事業者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新型コロ
ナウイル
ス感染症
の影響に
よる中止
のため評
価なし。

目標
数値

22
実績
数値

-
目標
数値

指標
総
合
評
価

－

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

指標

参加事業者数

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 扶桑町商工会

得られた効果 備考
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 64.0 ％） （達成度 93.3 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 - ％） （達成度 ％） - - 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

- Ａ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 20.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 38.0 ％） （達成度 45.0 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

○

一
部
○

○

○

○

次年度もセミ
ナー、チャレンジ
ショップとも現行
通り実施する予定
である。

事業後継者や共同
経営者としての資
質向上を図るため
に研修活動や地域
貢献を中心とした
活動を実施してい
く。女性部につい
ては、コロナ禍に
おいて十分に進め
ることができな
かった「おもてな
し交流事業」を継
続していく。

新型コロナウイル
ス感染症の影響が
継続している現状
を鑑み、本年度は
リモートによる開
催を計画してい
る。リモートで事
業を実施するにあ
たり、対応キャパ
シティなどを勘案
して、参加者延人
数の目標数値は引
き下げる。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

－

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

展示会出展事業
（一部国補助金を
活用予定）

経営発達支援計画にもと、
扶桑町内における製造業を
中心に技術力や商品力のＰ
Ｒの機会として展示会への
出展を行うことで、販路の
拡大を支援する。

・展示会出展事業
内容　　メッセナゴヤ2020
への出展
時期　　令和2年11月16日～
12月11日
参加企業数　4社
※メッセナゴヤ自体が当初
のリアルでの実施からオン
ラインでの実施に変更され
た。

中小・小規模
事業者

若手後継者等育成
事業

地域の小規模事業者におい
て、事業の継続・発展には
次期経営者となる若手後継
者の資質向上が必要不可欠
である。本年度は、青年部
員を中心とした若手経営
者・後継者の資質向上を図
るテーマのセミナーを5日間
開催する。

若手後継者
（中小・小規
模事業者）

コロナの影響により、創
業セミナーについては参
加者数・セミナー回数と
もに予定より減少してし
まったが、地域内におけ
る女性創業者に対して創
業のためのインキュベー
ション機能としての役割
を果たすことができた。

目標
数値

25
実績
数値

16
目標
数値

45

来年度はメッセナ
ゴヤ実行委員会が
説明するようにリ
アルとオンライン
のハイブリット型
での実施となる予
定であるため、今
年度のオンライン
での経験を活かし
て臨む。

次年度も青年部員
の資質向上を図る
べくトレンドを掴
んだセミナーを現
行通り実施する予
定である。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
の影響に
よる中止
のため評
価なし。

青年・女性部事業

青年部・女性部員間での交
流や社会福祉を通じて地域
との関わりを持つことによ
り、地域社会の発展に寄与
することを目的とする。

・青年部事業
内容　　視察研修をはじ
め、ご当地商品の開発、地
域イベントへの参加
青年部部員数16名
・女性部事業
内容　　視察研修をはじ
め、セミナーの開催、地域
イベントへの参加
女性部部員数42名

青年部員及び
女性部員（中
小・小規模事

業者）

指標

女性部員数

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

42

指標

青年部員数

地域の青年部・女性部間
のネットワークを構築
し、同じ団体の一員であ
るという一体感を醸成す
るとともにイベントを行
うときの団結力を形成す
る。また、地域イベント
に出展することで活動の
PRにもつながった。

実績
数値

指標

参加者人数

実
施
側
の

事
業
評
価

指標

目標
数値

100
実績
数値

-
目標
数値

参加者延人数

指標

・女性向実践型創業セミ
ナー
時期
　セミナー（全4回）
　8/4～8/25　毎週火曜日
　チャレンジショップ
　12/3、4（全2日）
場所
　セミナー：扶桑町商工会
館
　チャレンジショップ：
　　　　　イオンモール扶
桑
セミナー参加者：2名
チャレンジショップ参加
者：

セミナー事業（一
部国補助金を活用
予定）

経営発達支援計画にもとづ
き、金融機関と合同による
セミナー事業を実施する。
事業計画策定につなげる刺
激策を充実させることによ
り、経営計画の策定事業者
のパイを増やしていく。

・セミナー事業
内容　　「販路開拓支援」
「経営革新支援」などの
テーマのセミナーを開催す
る
※新型コロナウイルス感染
の影響により中止

新型コロナウイルス感染
症の影響により、人を集
めるようなセミナー自体
を開催することができな
かった。

中小・小規模
事業者

女性向実践型創業
セミナー事業（国
補助金を活用予
定）

経営発達支援計画にもとづ
き、創業者に必要な知識の
提供から実際の運営までを
サポートする。1ヵ月程度座
学のセミナーを実施した
ら、その後、イオンモール
扶桑において創業実習を行
う。

女性創業者・
創業希望者

（小規模事業
者）

実績
数値

2
目標
数値

指標

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

総
合
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

4
実績
数値

4
目標
数値

指標
総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

リアルからオンラインへの
切り替わりもあり、当初予
定していたようなビジネス
面における効果はあまり得
られなかった。一方、今
後、主流となるオンライン
での展示会に対応するため
の基礎的な知識や経験を得
ることができた。

指標

参加企業数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新型コロ
ナウイル
スの影響
により目
標数値達
成に至ら
なかっ
た。目標

数値
10

・青年部資質向上セミナー
日程・参加者数
第1回IT　　7/7（火）　6名
第2回労務　8/27（木） 6名
第3回労務　10/27（火）7名

参加者延人数19名

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新型コロ
ナウイル
スの影響
により目
標数値達
成に至ら
なかっ
た。

目標
数値

50
実績
数値

19
目標
数値

40

指標

セミナー参加満足者延人数

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

18

指標

セミナー参加者延人数

コロナの影響により、参加
者数・セミナー回数ともに
予定より減少してしまった
が、今後、事業を引き継い
で各々の企業の経営力を高
めていくべき事業後継者の
資質向上の機会として役に
立った。

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


